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巻頭言

ごあいさつ

６月開催の理事会にて、勝股代表理事より代表理事を引き継ぎ就任いたしました。今
後、これまで勝股代表理事が築いてこられた実績を受け継ぎながら、より一層宮城県内
の産業振興と活性化に尽力してまいりますので、よろしくお願いいたします。

さて、当財団は平成 10年に設立されて 14年目を迎えました。設立当時の状況です
が、日本経済はバブル崩壊後の「失われた 10年」の真直中にあり、県内も厳しい不況
の中で経済の回復・活性化への取り組みが強く求められておりました。七十七ビジネス
振興財団はそのようなニーズに応えていくため、県内産業の振興と経済の発展に資する
ことを目的に、七十七銀行の創業 120周年記念事業として設立されました。これまでと
異なり財団として新しい視点から取り組むこととし、宮城県を本拠として県内の産業・
経済の発展に寄与した企業等の表彰や新規事業活動を志している起業家への支援を行う
とともに、経営に関する相談業務、各種セミナーの開催、経営に関する調査・研究・情
報誌の発行等を行ってまいりました。特に、財団の第一の役割であるニュービジネスの
育成・支援では、これまで累計で 40先に助成金による資金支援を行い、支援機関とし
ての機能をはたしています。

この 14年で、県内経済をめぐる環境はさらに変化しました。人口の減少、少子高齢
化の到来、公益事業の削減、経済のグローバル化に伴う地域間・企業間競争の激化など
で、情勢は一段と厳しさを増しております。リーマンショック後の低迷もありました
が、その中で、製造業の集積促進を目指した宮城県の地道な誘致活動等により、県内で
は自動車・半導体などの大手企業の進出が見られ、新たな地域資源として県内産業の大
いなる成長が期待されていました。
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代表理事

鎌田　　宏

平成 23年６月 13日に当財団の定時理事会が
行われ、退任された勝股代表理事の後任として、
鎌田宏氏が新代表理事に就任いたしました。

しかし、３月 11日の「東日本大震災」の発生により、県内の産業・経済は未曽有の
被害を受け、先行き予断を許さない状況となりました。県内の被害総額は過去に例のな
い規模まで増加することは確実で、復旧・復興にかかる年月も計画では 10年にも及ぶ
長期間となっています。現在も、宮城県や各市町村、民間団体、企業等により一丸とな
った復旧・復興活動が進められていますが、依然先行きが見えておりません。

当財団ではこのような状況を踏まえ、今一度設立の目的に立ち返り、地域との連携を
強めて「地域再生の担い手」として活動するとともに、大震災から復旧・復興し、さら
に発展を目指す県内産業・ものづくりの支援に尽力して参りたいと存じます。社会的使
命を有する公益法人として、これまで以上に当財団として成しうる息の長い貢献を目指
してまいります。

産学官ならびに地域の皆様におかれましては、今後共一層のご支援、ご協力を賜りま
すようお願い申しあげ、就任のご挨拶といたします。
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地域社会をより豊かに、より楽しく
――七十七ビジネス大賞を受賞されたご感想をお願
いします。
七十七ビジネス大賞を受賞することができ、大変
名誉なことだと思っています。当社が今まで取り組
んできた事業活動や、雇用の確保、そして社会貢献
活動を通した地域社会への貢献度が総合的に評価さ
れたことに対し、私たちの取組んできたことは間違
いではなかったと再認識することができました。表
彰式で賞状をもらった時は、本当に感動いたしまし
た。
――設立から現在の事業形態に至った経緯について
お聞かせください。
当時、私は 23歳まで日産プリンスで車のセール

スマンをやっていました。その当時から独立志向が
非常に強く、いつか必ず独立しようと考えていまし
た。そして昭和 48年にミュージックテープ等の販

第 13 回（平成22年度）

株式会社ホットマン
代表取締役 伊藤 信幸 氏

会社概要

住　　所：仙台市太白区西多賀4丁目4番17号
設　　立：昭和50年（創業：昭和48年）
資 本 金：1,330.3百万円
事業内容：自動車関連商品等小売業
電　　話：022（243）5091
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.yg‑hotman.com/

車用品販売の「イエローハット」のフラン
チャイジーにおいて日本一の店舗数を誇
るなど宮城県を中心に全国へ展開、車社
会のインフラとして社会に大きく貢献
今回は「七十七ビジネス大賞」受賞企業の中から、

株式会社ホットマンを訪ねました。当社は車用品販
売の「イエローハット」を主力に、ビデオレンタル
の「ＴＳＵＴＡＹＡ」、中古車用品販売の「アップ
ガレージ」、中古車買取・販売の「ガリバー」、100
円ショップの「ダイソー」、アミューズメントの
「ＳＥＧＡ」を運営しており、宮城県を中心に、関
東・中部６県に合計 91店舗を展開するメガフラン
チャイジー企業です。車社会のインフラとして社会
に大きく貢献しているほか、社会貢献活動や雇用の
拡大に積極的に取り組み、地域経済の発展に大きく
貢献しています。当社の伊藤社長に今日に至るまで
の経緯や事業の特徴などについてお伺いしました。
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売を目的とした「古川ステレオパックセンター」を
個人創業しました。個人創業をしていた２年間はと
にかく、モノを売るのに必死でしたね。そして、昭
和50年に資本金100万円で株式会社ホットマンを設
立し、古川バイパスに土地を購入してカーショップ
「ホットマン」をオープンいたしました。これが現
在のホットマンを設立した経緯です。
その当時は、電気も電話も通ってなく、大変苦労
したのを覚えています。その後、昭和 53年に仙台
市、昭和55年に名取市、昭和56年に佐沼、石巻市、
昭和 58年に多賀城市とホットマンを店舗展開して
きました。
会社を設立して以来、さまざまな苦境を乗り越え
て会社を拡大してきましたが、今後の事業展開や、
会社の進むべき道についていろいろと悩んでいると
きに、イエローハットの創業者である鍵山秀三郎氏
と出会いました。この出会いが、現在のホットマン
の営業展開や経営理念に大きく影響しています。当
時、鍵山氏と出会い、社会貢献に対する考え方や他
人を思いやる生き方に深く感銘したのです。また、
今後事業展開していくには優れた会社と手を組むこ
とが必要だという考えから、イエローハットのフラ
ンチャイズへの加盟を決意いたしました。そして、
昭和 59年にホットマン多賀城店をイエローハット
多賀城店に店名変更し、以来宮城県を中心にイエロ
ーハットを展開し、店舗を拡大してきました。
その後、車の点検や、タイヤ交換等でお越しいた
だいたお客様に対し、待ち時間を退屈にさせないよ
うにするために何か良い手段はないかと考え、平成
10年にアミューズメントのＳＥＧＡ、平成 11年に
ビデオレンタルのＴＳＵＴＡＹＡをイエローハット
店舗の横にオープンさせました。
現在では宮城県を中心に、岩手、福島、茨城、栃
木、長野と出店地域を拡大させ、チェーン展開をさ
せていただけるようになりました。
――経営理念についてお聞かせください。
当社では、「他人（ヒト）のしあわせが、自分の

しあわせ」を経営理念の一つに掲げています。
商売をするということは「他人（ヒト）」を幸せ

にするということだと思います。「他人（ヒト）」を

幸せにすることが自分の幸せにつながり、地域社会
を豊かにすることにもつながっていくと確信してお
ります。

業界のリーダー企業として
――現在の事業内容について教えてください。
イエローハットのチェーン展開は、現在宮城県を
中心に 74店舗を運営しています。カー用品業界の
フランチャイジーでは日本一の店舗数を運営してお
り、規模、社内制度、福利厚生面においても業界ト
ップクラスの水準を維持しています。
また、ＴＳＵＴＡＹＡ７店舗、ガリバー３店舗、

アップガレージ４店舗、ダイソー２店舗、ＳＥＧＡ
１店舗等と合わせると合計 91店舗を運営し、それ
ぞれの利点を活かした「メガフランチャイジー」と
しての企業経営を行っております。
――御社の特徴について教えてください。
当社は、お客様が遠くまで移動しなくても、お住
まいの地域でサービスを受けられるよう、お客様の
利便性を重視した地域密着型の店舗展開をしていま
す。例えば、ご自宅から車で 15分程度走行すれば
近くの店でサービスを受けることができます。さら
に、降雪エリア地域を中心に出店していることも当
社の特徴だと思います。
イエローハット店舗は東北運輸局の認証工場、指
定工場の認可を得ており、宮城県内の整備業界でも
最大の工場数を有しています。また、一法人で所有
している工場数も日本トップクラスであり、車検、

イエローハット店舗
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修理等にも緊急に対応できる体制を構築し、さらに
利便性を高めています。
事業拡大とともに、雇用拡大にも努め、現在従業
員数は 1,090名です。雇用拡大が地域への貢献であ
ることから、出店エリアに在住する若年層や女性の
正規雇用を従業員獲得の柱に据えており、毎年 60
～ 80名の新卒者と経験者の中途採用を行っており
ます。このような積極的な採用実績を高く評価して
いただき、平成 19年に日本政策投資銀行より、小
売店としては東北初となる出資を受けました。

ナンバーワンと組む
――フランチャイズのメリットについて教えて下さ
い。
フランチャイズのメリットはやはりブランド名だ

と考えております。例えば、「カーショップ伊藤」
という名前で事業を大きく展開していくには、信用
を得るまで相当苦労すると思いますし、ブランド名
に知名度があると、社員を募集しやすいというメリ
ットもあります。社員研修も本部の充実した研修制
度を利用することができます。また、営業面でもブ
ランド名における販売促進効果が期待できます。フ
ランチャイズならではの知名度やスケールを活かし
た広告・宣伝等も行うことができるので、とても効
率的です。
他に、フランチャイズのメリットとしては、様々
な業種のフランチャイズと提携することで、多種多
様な事業を複合展開していけることがあげられると

思います。私たちは、複合展開をしていくことで
常にお客様に満足していただくことを目指してい
ます。
そして当社が、メガフランチャイジー企業とし

て発展するためには、「ナンバーワン」と組むこと
が重要だと考えています。業界のナンバーワンか
らノウハウを学ぶことができるというのは、フラ
ンチャイズの大きなメリットですね。細かい指導
を受けることもあります。しかし、私たちはそう
いった細かい指導や要望にも応えていける企業に
ならなければならないと考えています。ナンバー
ワンと付き合うということは、人間的にも大きく
成長することができますし、さらには店全体のレ
ベルアップにつながっていくと思います。

――人材育成についてお聞かせください。
企業経営を取り巻く環境は、絶えず変化し続け

ています。人も企業も成長し続けるためには、常
に変化し、日々向上していかなければなりません。
企業の成長は社員の成長だと考えており、社是
「社員の成長なくして、会社の発展無し」と常日頃
より人間的成長を重視しております。
また、求める理想の社員は「明・元・素」な人

本社社屋

上から
アップガレージ、
TSUTAYA、
ガリバー



7七十七ビジネス情報 2011年夏季号（No.54）2011.7.27

です。学校の勉強ができる人ということではなく、
とにかく明るく元気で素直な人を求めています。
当社では男性も女性も賃金格差はありません。女
性の店長も何人もいます。接客業においては、女性
の方が“気付く”ことや“気が利く”ことが多いの
ではないでしょうか。出産して落ち着いてから戻っ
て働く社員も沢山います。
また、当社には150名を超える整備士がおります。
専門学校を卒業した人を主に採用していますが、入
社後に免許をとることもできます。そういった面で
も研修制度は整っています。
企業は人なりと言いますが、当社も「人間的成長」

を高められる場所として在りたいと考えておりま
す。

掃除から学んだこと
――「日本を美しくする会、宮城掃除に学ぶ会」に
ついてお聞かせください。
「日本を美しくする会、宮城掃除に学ぶ会」は、

イエローハットの創業者である鍵山秀三郎氏が毎日
トイレ掃除を中心に事務所掃除や近隣掃除をするこ
とで心磨きをしようとはじめたものです。
もともとのきっかけは、場を綺麗にすることで、

社員の心の荒
��

みを少しでもなくせるのではないかと
いう思いではじめたものでした。それ以来、イエロ
ーハットの社員がトイレを中心に掃除をする社風に
なったのです。当社もイエローハットグループとい
うことで、16年前に事務局を立ち上げ、以来毎年、

学校や市役所のトイレを借りて掃除の実習を行って
います。
また、全国各地に掃除に学ぶ会があり、どなたで
も参加することができます。台湾掃除に学ぶ会、中
国、沖縄、北海道、近いところでは山形掃除に学ぶ
会、岩手掃除に学ぶ会と各地区にあり、今回の震災
でも各地域の掃除に学ぶ会の方々に大変お世話にな
りました。

――掃除に学ぶ会に参加することで社員にあった変
化について教えて下さい。
ただトイレ掃除をするということだけではなく、

他県に社員を連れていくことで人間的な成長の場を
作ることができたと思っています。掃除を行う前日
に、出向いた先で講演会を聞いたり、立食パーティ
ーをしたり、日常の業務では得られない経験をさせ
てあげることができました。
店と自宅の往復だけでは人間は成長できません。

人は外部の違う土地に行ったり、初めて会う人と名
刺の交換をしたりすることで成長していくのだと思
います。外に出ないと分からないことはたくさんあ
るものです。掃除に学ぶ会に参加した社員からも
「謙虚な気持ちを持つことができました。」「他人に
対して思いやりの気持ちを持つことができました。」
等といった声もあり、成果を感じています。人との
接し方や話し方にも良い変化が見られましたし、モ
チベーションアップにもつながったようです。
青森では、青森県掃除に学ぶ会の紹介で、ねぶた

社内風景

宮城掃除に学ぶ会で掃除をしている風景
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祭の跳人（はねと）をしたこともありました。ただ
見学するだけではなく、貴重な経験をさせていただ
いたと思っています。こういった経験は目に見えな
い形で人間力が向上し、企業力、会社の力になるも
のだと思います。人間力をつけるための根っこ作り
ですね。宮城掃除に学ぶ会を行うことはそういった
面で特に成果があったように感じています。

レンタカー事業への参入
――今後の事業展開についてお聞かせください。
今年の３月からレンタカー事業に参入いたしまし
た。イエローハットの店舗でレンタカーの受付もで
きるようになり、12時間2,525円からご利用いただ
けます。他社と比較しても約半額程度と低料金の設
定となっていますので、近隣にお住まいの大学生や
家族の方に気軽にご利用していただきたいと思いま
す。
レンタカー事業への参入はやってよかったと思っ
ています。コンビニエンスストアで物が買えるとい
うだけでなく、ＡＴＭがあったり、宅配便があった
り、コンサートチケットが買えたりするように、当
社も様々なサービスを提供できないかと考え、レン
タカー事業に参入しました。車社会のインフラを担
う企業として、お客様の利便性をこれからも追及し
ていきたいと考えております。
時代とともに今の形態プラスアルファを提供して
いく必要性を感じています。そして、時代の変化と
生活者のニーズに応えるために、今後も積極的にフ
ランチャイズ事業に参加していく方針です。
当社では、イエローハット100店舗、他の店舗も

含め合計200店舗構想という目標を立て、将来的に
は上場を目指し、日々頑張っています。この目標は
社内報で発表するなどして、社員のモチベーション
維持にもつなげています。また、上場の実現に向け、
社内では持株会の促進を図っています。持株会の促
進後は、社員から営業推進に対する意見や提案がた
くさんでるようになり、自分たちの会社であるとい
った自覚や責任感が芽生えてきたように感じていま
す。

――このたびの東日本大震災についてお聞かせくだ
さい。
当社社員の安否確認を第一に行いました。最終的
に全員の無事を確認するまでに３日かかりました。
連絡手段については多少マニュアルを作成していま
したが、ここまで大きな災害になるとは想像してい
ませんでした。
連絡がとれるようになってからは各店の店長と破
損状況についてなど確認のやりとりをしました。　　
まず、誰も犠牲者がいなかったのでよかったと思っ
ています。当社では石巻店、多賀城店、陸前高田店、
原町店の４店舗が被災しましたが、４月には石巻店
を再開し、７月には多賀城店を再開できそうです。
震災後、２店舗ほど店を新たに出店しました。イ
エローハット田村店とイエローハット土浦北店の２
店舗です。田村店は原発から 45キロ地域にありま
すが、風評被害で苦しんでいる地域の方のお役に立
ちたいという気持ちからオープンを決めました。広

イエローハット店舗内
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看板

本社前にて伊藤社長

告等の宣伝は自粛したのですが、オープン当日はた
くさんのお客様に来店していただき、大変嬉しく思
いました。
また当社では、震災直後の３月 12日から、簡易

トイレや懐中電灯等の一部商品の販売を被害の小さ
かった店舗から随時はじめました。とにかく少しで
も早く被災者の方の生活を助けられればという想い
でした。
このたびの震災で当社は、今後より一層積極的な
店舗展開で雇用を拡大していかなければならないと
思っています。また、地域社会の人たちに「開いて
いてよかったな。」と思っていただけるよう本業を
中心に邁進していきたいと思います。

「益はなくとも意味はある」
――最後に宮城県の経営者の方へアドバイスをお願
いします。
「益はなくとも意味はある」という言葉がありま
す。今の世の中、益を求め、損か得かということば
かり考えがちです。もちろん仕事をする上で利益を
求めることは不可欠です。しかし、意味があること、
例えば人の教育や地域社会に対する活動等も積極的
に行って欲しいと思います。
ひとつひとつの積み重ねが地域の貢献につながり
ます。そしてそれが世の中を良くしていくことだと
考えます。
車のハンドルにもあそびがあるように、ある程度
無駄なことも必要ではないでしょうか。利益はなく
とも、意味があること、そこに働くことの醍醐味が
あると思います。
また、この度の大震災において、経営者は頭を切
り替えた営業展開が必要です。未曾有の大震災をと
もに乗り越えていきましょう。

長時間にわたりありがとうございました。御社の
今後ますますのご発展をお祈り申し上げます。

（23．5．25取材）

インタビューに応じる伊藤社長
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世界に通用する企業となるために
――七十七ニュービジネス助成金を受賞されたご感
想をお願いします。
大変有り難いことだと思っております。当社の技
術力を高く評価していただき、今までの努力が報わ
れたような気持ちでいっぱいです。
また、以前から入賞を目指していましたので、実
現することができ、嬉しく思っています。
設立当初、資金的に厳しい時に、銀行から融資を
受けることができたのですが、当社のために一生懸
命行動してくれた担当者の姿は今でも忘れることが
できません。銀行に助けられたという想いですね。
そういった苦労を乗り越えて今回受賞できたという
ことは、本当に有り難いことだと思っています。お
世話になった方々にこれから何らかの形で恩返しを
したいと思っています。
――創業の経緯を教えてください。
当社は私が以前 30年ほど勤務しておりました会

社での職務経験を活かし、昭和 61年に設立したカ
メラの専門店でした。
順調に推移しておりましたが、平成 11年に外国

の研修会へ参加した際に、「フィルムは今後５年以
内に半分に減る」と言われ、驚いたのもつかの間、
磁気で映像を記録するデジタルカメラの普及が始ま

第 13 回（平成22年度）

株式会社エーゼット
代表取締役 菅野 稔 氏

会社概要

住　　所：仙台市青葉区木町通2丁目3番19号
設　　立：昭和61年
資 本 金：20百万円
事業内容：医療機器製造・販売
電　　話：022（219）1681　　　　
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.az‑ltd.co.jp

東北大学との連携により新規医療機器「内視鏡
用消毒装置ＣＭ−５」の開発に成功、安定した洗
浄力・消毒力と安価なランニングコストを実現

今回は「七十七ニュービジネス助成金」受賞企業
の中から株式会社エーゼットを訪ねました。当社は、
東北大学との連携により、環境に優しく、安心・安
全な新規医療機器「内視鏡洗浄用消毒装置ＣＭ−５」
を開発。様々な分野への事業拡大に挑戦する当社の
菅野社長に、今日に至るまでの経緯や今後の事業展
開などについてお伺いしました。
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りました。さらに、この 10年の間でカメラ業界は
大変革をとげてしまいました。当社は研修会の参加
後早々に方向転換を決め、19店舗あったカメラ屋
はほとんど手放し、今は２店舗のみです。方向転換
後、現在の事業内容であるメディカル事業、洗浄事
業、ポレハ事業へとシフトしていきました。
――社名の由来について教えて下さい。
エーゼットという社名は私の友人が使っていたも
のをいただきました。世界中のどんな言葉でも発音
でき、わかりやすいものにしたいと思っていたので
アルファベットのＡとＺから銘々したのですが、英
語で「Z」の発音は「ゼット」ではなく「ズィー」
と発音するようで、その点では思惑が外れてしまい
ました。

――経営理念についてお聞かせください。
私が独立したての頃、二・二六事件で青年将校に
襲撃された渡辺錠太郎教育総監の次女であり、学校
法人ノートルダム清心学園の理事長を務めた渡辺和
子さんの本を読み、『どんなに偉大なことをしたと
しても心に愛がなければなにも残らない。』という

言葉を見付け、深く感銘を受けました。人を愛する
ということについて考えさせられましたね。当社の
経営理念は「心のこもったサービスは商売のまこと
の道である。」「人を愛し、仕事も愛する。愛は人生
の豊かさを生む。」「感謝報恩の念。」の三つですが、
この全てに愛という言葉が影響しています。何事も
愛をもって取り組めば、より良い製品ができると考
えています。作業のひとつひとつにお客さんの笑顔、
喜んでもらう姿を考えながら作業をすれば、絶対に
ミスなど起こるはずがありません。これは今、社内
で盛んに呼びかけています。愛が足りないようでは
世界に通用する企業にはなれませんので、今後もお
客様のことを想いながらより良い製品を提供してい
きたいと考えています。

時代のニーズに合わせて
――事業内容について教えて下さい。
当社の事業内容は、「メディカル事業部」「洗浄事

業部」「ポレハ事業部」「フォトイメージング事業部」
の事業に分類されます。
「メディカル事業部」では、医療現場における情
報システムや医療機器、医療消耗品の企画・開発・
販売を行っています。カメラ等で培った技術を活か
し、当初は内視鏡フィルムからスタートしたもので
したが、その後のデジタル化に伴い、今では内視鏡
画像管理システムや電子カルテシステム等を扱って
おります。

本社社屋

エーゼット憲章
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「洗浄事業部」では、今回受賞の対象となった強
酸性電解水による内視鏡機器洗浄装置等の開発を行
っています。
「ポレハ事業部」では、果物・生鮮食品の保存性
を高める保存シート・保存袋や手指消毒用アルコー
ル剤の研究・開発を行っています。「ポレハ」は、
天然ポリフェノールや天然トレハロース等を原料と
し、素材に染み込ませることで消臭・抗菌を行うこ
とができる製品です。商標登録をとっており、私が
名づけの親です。
また、ポレハ事業部では宇宙航空研究開発機構に
おける生鮮食品への輸送協力も行っています。当社
製の保存シートで包んだリンゴを宇宙飛行士の若田
光一さんが宇宙食に持参し、宇宙でリンゴをかじる
姿も世界中に公開されました。
「フォトイメージング事業部」では、写真のプリ
ントサービス等を行っています。利益だけを考える
と続けていくことは厳しい事業なのですが、長年ご
愛顧いただいているお客様もいらっしゃいますの
で、やめるにやめられないですね。これからも地域
のお客様とのコミュニケーションの場としてサービ
スを提供していければと思います。

安心・安全な消毒装置の実現
――「内視鏡洗浄用消毒装置ＣＭ−５」の開発の経
緯について教えて下さい。
少子高齢化社会により医療現場では高度な医療機
器が導入されています。しかし、高度な医療機器を
使用することによる医療ミスの問題が多く報じられ
るようになったのも事実です。このため、我が国で
は、医療政策において医療の安全確保を最重要課題
として位置づけ、科学的根拠に基づく安全対策が求
められました。現在、医療現場で使用する機器装置
や器具類の安心・安全の重要度は一層増していま
す。
そこで当社では、東北大学との間で「内視鏡洗浄
用消毒装置」開発の産学共同研究事業に着手しまし
た。そして今回、科学的根拠に基づく新規医療機器
『内視鏡洗浄用消毒装置ＣＭ−５』の開発に成功し
たのです。
同装置は、内視鏡洗浄用消毒装置としては平成

17年４月１日に施行された改正薬事法下では初の
認可取得機器であり、東北大学との産学連携で初の
厚生労働省「医療機器製造販売承認書」を取得して
おります。
――具体的な装置の内容について教えて下さい。
内視鏡は主に人体の内部を観察することを目的と
した医療機器であり、大腸がんや胃がん等の検査に
用いられますが、その使用後は毎回洗浄・消毒を行
わなければなりません。同装置はその際、強アルカ
リ性電解水によりタンパク汚染物を排除し、強酸性
電解水により消毒を効果的に行えるシステムとなっ
ています。
当社の装置では、水の電気分解を利用し、洗浄消
毒工程の度に強アルカリ性電解水、強酸性電解水を
その都度新たに生成します。その新鮮な電解水によ
り、常に安定した洗浄力、消毒力を保つことができ
ます。
電解水は、言葉は難しいですが、当社では水と塩
化ナトリウム（塩）を使用しています。特殊な薬品
を使用しないため、環境に負荷をかけず、薬品の臭
いも抑えられます。皮膚や粘膜に対しても安全です。

ポレハ事業
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――他社製品との違いについて教えて下さい。
他社の内視鏡洗浄用消毒装置の洗浄・消毒は、特
殊な薬剤が用いられていることが多く、洗浄消毒作
業者の人体への影響や、使用後の廃液による環境へ
の影響が懸念されています。そうした多くの懸念に
対して、今般当社が開発した内視鏡洗浄用消毒装置
は環境に優しく、安心、安全に視点をおいた装置で
あるといえます。
他にも当社製品のメリットは、“使い捨て”であ

るという点です。消毒液の使用回数を間違えたこと
による洗浄機の機械事故が新聞に掲載されていまし
たが、当社の製品は１回ごとに捨てるタイプなので、
そのような事故が起こることはありません。常に新
鮮で使い捨てタイプのものは当社製品だけであり、
非常に好評いただいております。
また、当社の装置に使用するのは局処方の塩化ナ
トリウムと精製水であり、他社の装置に使用する薬
剤価格と比較し、極めて安価なランニングコストを
実現しております。さらに、洗浄・消毒工程に費や
す時間は６分程度と、７～ 14分を費やす他社装置
よりもスピーディーな洗浄消毒を可能にしました。

事業の転換期
――今後の事業展開についてお聞かせください。
現在洗浄事業とポレハ事業は事業の割合で言えば
微々たるものです。まだ事業比率を算出するまでに
もいたっておりません。しかし、今年は必ずある程
度の比率まで成長してくると思います。洗浄事業や
ポレハ事業での技術開発により、新分野へのビジネ
スチャンスを期待しています。
現在、洗浄事業の派生製品の事業計画を立て、商
品開発を進めています。具体的には、飲食店等で利
用できる床清掃用の消毒液といった商品の開発を検
討しています。当社の製品は臭いもなく、くさみも
とれますのであらゆる現場で活用していただける商
品になると確信しております。
また、洗浄機については今後も東北大と提携して
新しいものを継続して開発していく計画です。商品
は時間が経つと陳腐化します。今までの商品でも販
売を続けることは可能かもしれませんが、常に商品
を開発し続けていかなければ会社は存続できませ
ん。新しい商品を出すには、改めて医療機器として
の承認が必要で、２年の構想期間と許可をとるため
にかかる期間３年と合わせて５年かかりますので、
新商品を出したらまたすぐ次の商品に取り掛からな
ければなりません。商品が市場に出まわるまで５年
もかかるので、その頃には内視鏡を口に入れるとい
う方法も変わっているかもしれないですね。市場の
変化に合わせて洗浄機の使い方も新しいものを考え
なければならず、考えてみれば、２年に一度は新し
い商品を考えるサイクルとなっています。
ポレハ事業においては、保存シートを利用した新
しい商品開発に取り組んでおります。例えば、米の
保存袋への利用です。お米は３年も５年も保存する
と糠
��

の油の酸化で臭いが気になるようになってきま
す。その酸化を抑えるのがポレハの特徴です。ポレ
ハをねり込んだペレットを溶かして米袋にしていま
す。現在、米袋の他、カット生野菜、枝豆、トウキ
ビ等のＰＰ袋、果物のリンゴ、桃、ブドウ、デコポ
ン、甘夏等の長期保存に使用していただいていま
す。

内視鏡洗浄用消毒装置ＣＭ−５
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――海外進出についてお聞かせください。
内視鏡洗浄機はヨーロッパ、アメリカ、アジアな
どの海外の医療機関の方たちから多くの関心を集め
ています。当社では、アジアの中でも特にマレーシ
アを中心に販売していく予定です。知り合いを通じ
てマレーシアの大学の責任者の方とお会することが
でき、洗浄機の販売について話も進んでいます。
ヨーロッパや、韓国、タイなどではポレハにも興
味を持っていただいています。タイには果物もたく
さんありますので、鮮度と美味しさを保ったまま保
存できるポレハのシートはとても期待できます。例
えば、ポレハの保存シートでつつんだバナナでシェ
イクを作ると、新鮮で甘いシェイクを作ることが可
能です。
海外への販売は、話の進捗度合が早いですし、販
売量も大きいので、海外進出は今後も積極的に行っ
ていく考えです。海外進出で大切にしていくことは、
顧客のニーズを的確にとらえ、当社の製品の利点を
よく理解してもらえるよう誠意をもって丁寧に説明
し、販売していくことです。丁寧に説明し販売して
いくことで顧客のニーズを発掘することができ、こ
れからも継続していこうと考えています。

――海外進出での苦労などあれば教えて下さい。
これから洗浄機を世界に販売していきたいと考え
ていますが、海外で販売をするには厳しい審査や国
際規格を取得しなければなりません。
当社ではすでに医療機器の品質マネジメントシス
テムＩＳＯ１３４８５という国際規格を取得してい
ます。このＩＳＯ１３４８５はＩＳＯ９００１を基
本として各国の法規制における医療機器に特有な要
求事項を満たし、安全で有用な製品の継続的な製
造・供給を行うための規格です。
ヨーロッパでの販売にはこの他にＣＥマークを取
得しなければなりません。ＣＥマークとは、ヨーロ
ッパ連合（ＥＵ）地域で医療機器を輸出する際に貼
付が義務づけられている安全マークのことです。日
本のＪＩＳマーク（日本工業規格）よりも厳しい基
準となっており、設計や製造工程、製造設備なども
ＥＵの基準を満たす必要があります。
早くヨーロッパでの販売を開始したいのですが、

ＣＥマークがないと輸出できないため、当社では、
ＣＥマークの取得に向け、社員一丸となって取り組
んでいます。ＣＥマーク取得に向け努力することで
社員のスキルアップも期待できますし、製造工程で
の無駄の改善、コストダウン等企業の成長にもつな
がってくると思います。いち早い取得に向け、会社
全体で努力していきたいです。

研究所の様子

産学共同研究事業で提携した東北大学未来科学技術共同研究セン
ター（NICHe）
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長時間にわたりありがとうございました。御社の
今後のますますの発展をお祈り申し上げます。

（23．6．1取材）

技術力を震災復興へ活かして
――このたびの震災についてお聞かせください。
この度の東日本大震災におきまして被害にあわれ
た方にはお見舞い申し上げます。
なんともいえない悲惨さを感じております。当社
ではあまり被害といえるものはなかったのですが、
連日テレビ等で経営者の悲壮な気持ちが報道されて
おり、まず初めに私が考えたことは、わが身だった
らどうするかということでした。経営者として一番
悩むのは従業員が食べていけるかということだと思
います。私が経営者であればどうするべきか、明確
な答えをだすことはできませんでしたが、すぐに立
ち直り、経営を続けていくために必要なことは、お
金でも不動産でもなく、技術やノウハウではないか
と考えました。潰されても、流されてもまたすぐ開
発できる能力があるというのは宝であると思いま
す。今回の震災で被害にあわれた蒲鉾屋さんでも、
技術やノウハウを活かして一枚ずつ手焼きしながら
店を開けていましたからね。味も全然落ちていなか
ったですし、私はとても感動しました。そしてなに
より、大切なのは働き手の熱意ですね。熱意だけは
忘れてはいけないと思います。
――震災後の御社の取り組みについてお聞かせくだ
さい。
当社では震災翌日、東京支社より新潟経由で物資
を調達し、仙台市や石巻市の避難所へマスクやウエ
ットタオル、紙オムツ等の衛生用品の提供を行いま
した。地域の皆様から感謝の言葉を頂戴し、少しで
もお役に立つことができ、よかったと思っています。
また、当社の技術力を活かし、トイレの消臭にも
なるトイレットペーパーの製作を行っております。
仮設トイレ等はいくら消臭してもすぐ臭いが気にな
るかと思います。今後は、ポレハ製品を染み込ませ
た当社のトイレットペーパーで代用していただけれ
ば臭いもストレスも軽減していただけると思ってい
ます。仙台市と取り組んで加齢臭等、トイレ、廊下
にも使用テストを行い好評を得ております。（老人
ホーム用）
他に当社で取り組みたいと考えているのは下水処

理です。当社の強酸性水は非常に薄い塩水ですので
身体にも環境にも優しく、下水処理に役立てること
が出来ると思います。
当社の技術は今後、復旧・復興に何かお役に立て
ることができるのではないかと考えておりますの
で、今後も宮城県の企業として貢献活動に積極的に
取り組んでいきたいと思います。
――最後にこれから起業する方へメッセージをお願
いします。
商売はどんなに素晴らしい技術・商品を開発して
も、そこに顧客のニーズがなければ商売として成立
しません。常に顧客目線で商品を開発していくこと
が大切だと考えます。お客様の立場にたって素直に
物事を考えることからはじめてみてはいかがでしょ
うか。そうすることで新しい発想が生まれたり、大
ヒット商品を開発したりすることができるかもしれ
ません。また、売れるということの厳しさは格別で
す。乗り越えてください。
「本気でやればたいがいのことはできる。本気で
やれば楽しくなる。本気でやれば誰かが助けてくれ
る。」私も今まで本気でやってきたからこそ、今日
があると思っています。自分を信じて頑張ってくだ
さい。

社長室にて
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１．資本ストックの被害額
本年３月11日に発生した東日本大震災（以下、震災といいます。）の影響により、宮城県内は沿岸部を中

心に多くの住宅等が被害を受けたほか、道路や港湾などインフラ関連なども甚大な被害を受けました。平成
23年３月 23日時点における内閣府の試算では、図１のとおり今回の震災による被災地域７道県（北海道、
青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、千葉県）の資本ストック（社会資本・住宅・民間企業設備等）
の被害額を16兆円～25兆円と推計しています。この推計値をベースに、津波による浸水面積などを勘案し
当部で試算した結果、宮城県の被害額は、図１のとおり約９兆円～14兆円と推計されます。宮城県の資本
ストックの総額は、図１のとおり約37兆円と見込まれますので、今回の震災により県内の資本ストックの
約３割が失われた計算となり、被災地全域の中でも宮城県内の被害額の大きさが突出していることがうかが
われます。なお、震災の被害は調査継続中につき、被害状況については今後も拡大するものと予想されます。

図１．資本ストック被害額・資本ストック総額の推計値
資本ストック被害額 資本ストック総額

被災地全域（７道県）　＜内閣府推計値＞ 16兆円～25兆円 175兆円
宮　　　城　　　県　　＜当部推計値＞ ９兆円～14兆円 37兆円
注）内閣府では平成23年６月24日に、東日本大震災の被害額の推計を16.9兆円と再試算しています。

資料：内閣府

２．主な産業の被害状況
（１）農　　業

図２のとおり、宮城県内における農業は、震災後の津波により、耕地面積全体の約11％が浸水し、甚
大な被害を受けています。
耕地の被害面積率から耕種農業（コメ、野菜等を生産する農業）の農業生産被害額（生産減少額）を推
計すると、図２のとおり宮城県全体では156億円に達するものと推計されます。これを市町村別にみると、
亘理町が38億円（被害面積率78.6％）と最も大きく、次いで山元町の22億円（被害面積率77,8％）、仙台
市の21億円（被害面積率40.7％）、名取市の19億円（被害面積率52.2％）などとなっており、コメのみな
らずイチゴ等の野菜・果物を栽培する仙南地域の被害が甚大なものとなっています。
なお、岩手県と福島県の農業生産被害額（生産減少額）については、岩手県が 13億円（被害面積率

1.2％）、福島県が58億円（被害面積率4.0％）となっており、被災地３県の農業生産被害推計額の合計は
約227億円となっています。

東日本大震災に伴う宮城県内の
経済的被害状況について

七十七銀行 地域振興部 調査課
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図２．農業生産被害推計額 （ha、％、億円）

耕 地 面 積 被 害（浸 水）面 積 耕 種 農 業 被害推計額
被害面積率 産 出 額 （生産減少額）

宮　　城　　県 136,300 15,002 11.0 1,180 156
亘 理 町 3,450 2,711 78.6 59 38
山 元 町 2,050 1,595 77.8 29 22
仙 台 市 6,580 2,681 40.7 68 21
名 取 市 2,990 1,561 52.2 43 19
石 巻 市 10,200 2,107 20.7 104 18
東 松 島 市 3,060 1,495 48.9 36 16
岩 沼 市 1,870 1,206 64.5 21 12
気 仙 沼 市 2,220 1,032 46.5 13 6
七 ヶ 浜 町 183 171 93.4 2 1
南 三 陸 町 1,210 262 21.7 6 1
松 島 町 1,030 91 8.8 8 1
多 賀 城 市 365 53 14.5 5 0.4
塩 釜 市 73 27 37.0 0.5 0.2
女 川 町 25 10 40.0 0.1 0.0

岩　　手　　県 153,900 1,838 1.2 1,124 13
福　　島　　県 149,900 5,923 4.0 1,931 58
被災地3県（宮城県・岩手県・福島県）の農業生産被害推計額の合計 227
注）表中の耕種農業産出額は平成21年の数値 資料：東北農政局

（２）漁　　業
宮城県内における漁業は、震災後の津波により漁船の大半が流出・損壊したほか、漁港や養殖施設も大
破するなど、壊滅的な被害を受けています。特に、漁船については、全体の９割にあたる約1万２千隻が
大破するなど甚大な被害となっています。
宮城県内の漁業生産額は図３のとおり、平成20年度において海面漁業が598億円、養殖業が231億円の

合計829億円となっていますが、本格的な操業再開までには相当の期間を要するものと見込まれることか
ら、生産面における被害額も甚大なものになると予想されます。また、図３のとおり漁業生産額の全国の
シェアをみると、宮城県は5.4％、岩手県は2.9％、福島県は1.3％となっており、被災３県の全国シェア
は9.7％と約１割に達しています。
なお、図４より被災３県の魚種別生産額の全国シェアをみると、わかめ類が岩手県を中心に８割を超え

ているほか、かき類（種苗）が宮城県を中心に８割弱、さめ類が７割弱を占めるなど、総じて高いシェア
となっています。こうしたことから、震災の被害は全国的な漁業の生産動向や消費動向にも多大な影響を
及ぼすものと予想されます。

図３．被災３県の漁業生産額の概要（平成20年） （億円、％）
漁業生産額 全国シェア

海 面 漁 業 養 殖 業 合　　　計 海 面 漁 業 養 殖 業 合　　　計
宮 城 県 598 231 829 5.3 5.5 5.4
岩 手 県 314 139 453 2.8 3.3 2.9
福 島 県 204 4 208 1.8 0.1 1.3
合　　　計 1,115 374 1,489 9.9 9.0 9.7

資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計」



18 七十七ビジネス情報 2011年夏季号（No.54）2011.7.27

図４．被災３県の主な魚種別生産額の全国シェア（平成20年） （％）
宮　　城　　県 岩　　手　　県 福　　島　　県 合　　　　計

わ か め 類 23.6 57.4 0.0 81.0
かき類（種苗） 76.8 0.5 0.0 77.3
さ　　め　　類 57.3 10.0 1.3 68.6
か じ き 類 28.2 3.1 2.3 33.6
あ わ び 類 9.5 19.2 1.4 30.1
か　　き　　類 17.3 10.0 0.0 27.2
さ ん ま 類 10.8 7.6 7.4 25.8
こ ん ぶ 類 1.6 22.2 0.0 23.9

資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計」

図５．水産食料品の製造品出荷額等（平成20年） （億円、％）
製造品出荷額等 全国シェア

宮　　　　　城　　　　　県 2,837 8.3
岩　　　　　手　　　　　県 784 2.3
福　　　　　島　　　　　県 425 1.3
合　　　　　　　　　　　計 4,046 11.9

資料：経済産業省「工業統計調査」

図６．被災３県の主な水産食料品別製造品出荷額等の全国シェア（平成20年） （％）

宮 城 県 岩 手 県 福 島 県 合　　　計
水産缶詰・瓶詰 8.4 11.5 0.0 19.9
冷凍水産食品 12.4 4.0 0.3 16.7
水 産 練 製 品 9.8 0.0 3.6 13.4
冷 凍 水 産 物 8.8 2.8 1.0 12.6

資料：経済産業省「工業統計調査」

（３）水産食料品製造業
宮城県内水産食料品製造業は、震災後の津波により加工工場や設備、在庫が流出・損壊したことに加え、

原材料の調達・流通にかかる漁業や、漁港、魚市場等の水揚施設、冷凍倉庫などが壊滅状態にあることか
ら、その被害は甚大なものとなっています。
宮城県内水産食料品の製造品出荷額等は図５のとおり、平成 20年度において 2,837億円、全国シェア

8.3％となっていますが、生産設備や関連する産業、施設の復旧には相当の期間を要するものと見込まれ
ることから、出荷額等の大幅な減少は避けられない状況となっています。
なお、被災３県の水産食料品製造品出荷額等の全国シェアは図５のとおり11.9％となっているほか、主

な水産食料品別の全国シェアにおいても図６のとおり、水産缶詰・瓶詰が19.9％、冷凍水産食品が16.7％、
水産練製品が13.4％となるなど高いシェアを占めており、今後、全国的な水産食料品の生産動向に多大な
影響を及ぼすものと予想されます。
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３．東日本大震災の被害状況等（阪神・淡路大震災比較）
（平成23年６月28日現在）

項　　　　目 阪神・淡路大震災 東日本大震災
うち宮城県

発 生 日 時
平成７年１月１７日 平成２３年３月１１日

―
５時４６分 １４時４６分

マ グ ニ チ ュ ー ド ７．３
９．０

―
（日本観測史上最大）

最 大 震 度 ７ ７ ７
死者・行方不明者

３府県 １２都道県 ―
発 生 都 道 府 県 数

人的被害（負傷者含む）
２府県 ７県

100人超の都道府県数
（上記２府県の総面積） （上記７県の総面積）

（宮城県面積）

１０，２９２㎢ ５６，４２４㎢
７，８２６㎢

死　　　　　　者 ６，４３２人 １５，５０６人 ９，１８９人
行 方 不 明 者 ３人 ７，２９７人 ４，６４２人

合　　　　　　　　計 ６，４３５人 ２２，８０３人 １３，８３１人

避 難 者
ピーク時 ピーク時 450千人超 不明
約３１７千人 直近時 約１１２千人 約１６千人

全壊
108,054戸 １０４，２９０戸 ６３，９９０戸

住 家 被 害
全焼
半壊

144,341戸 ９９，４４６戸 ４３，７１２戸
半焼

被 害 額
約９．６兆円

１６兆円～２５兆円 ９兆円～１４兆円
（ス ト ッ ク） （平成23年３月23日時点における内閣府推計） （当部推計）

津波警報等
大津波警報、津波警報、津波注意報が日本
の沿岸全都道府県に発令

最大遡上高 岩手県宮古市 女川町
（津波の高さ） 推定約39ｍ 推定約18ｍ

北海道根室～千葉県銚子
２ｍ超の津波を 上記海岸線

宮城県海岸線
観測した範囲 推計国国国国

津 波 の 状 況 な　　し ４，４７２㎞
８２８㎞

直線距離 約１，６１０㎞ 約１４０㎞
東北～千葉

津波浸水範囲 ５６１㎢
３２８㎢

北上川河口から１０㎞以上上流まで浸水
市街地の３０％
以上が浸水した １３市町村 １０市町村
市町村数

原 発 の 状 況 な　　し 福島第一原発事故発生、事態収拾の目処立たず
※新聞報道、宮城県、警察庁、消防庁等の資料より当部で集計。
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依頼原稿を書くときにいつもおちいる病気がある。迂闊にもお願いする人の熱意と、締め
切りはまだ先のことで何とかなるというささやきが頭の中にうまれ、ついつい引き受けてか
ら、しまったと思う病気である。今回は、この思いと合わせて社会状況により重症である。
３月に生じたミレニアムな大震災の余震もさめやらず、悲しみに打ちひしがれている方々

も数多くおられるのが現状である。正直、明るい未来を目指して前を向き立ち上がろうとい
われても、今一つエネルギーが満ち足りてこないのが現実ではないだろうか。
このような時に何をのんびりと「私の趣味」なる原稿がそうスラスラと書けるものだろう

か。今日を生き延びる人々が数多くおられる現実を思うと、筆は心地よくすべらないのであ
る。
そこで、アフリカのサハラ砂漠の国で仕事をしたり、ソ連邦が崩壊したときの緊急人道支

援、ネパールでの暴動などに身を置いて活動していたときのことが頭に浮かんだのである。
実態は異なるが、それぞれの地域で人々は今回と同じように命の安全保障が失われた状況に
置かれていたのである。
その時たまたま趣味としていた事柄が、生き延びるのに役に立ったことを思い出した。そ

の趣味とは料理をすることである。料理を始めたきっかけは、中学生時代からやんちゃなガ
キ大将だったことにある。たぶん先を心配した親父が何かを思い、突然ボーイスカウトの隊
長を務めるある寺の職のところに連れていったことに始まるのである。
瀬戸内の無人離島での訓練を始め、アウトドアクッキングの始まりである。何が食べられ

るか、どのようにしたらおいしく食べられるかが問題となる。竈の作り方，飯合での炊飯、
木の葉を利用した蒸し焼き、薪を使った焼き物、干物の作り方など生き延びる知恵を学ぶフ
ィールドワークである。その後、図書館で獲物の生態学的特性と可食部ならびに毒性につい
て学習した。
サハラで感心したのは、ハンターから買ったヤマアラシの料理法である。たぶんアフリカ

で最もおいしい肉料理である。料理法はいとも簡単であり、聞けばびっくりするものである。
料理をする道具でも、同じようにタフで便利なものがある。この愛用の道具を紹介して、こ
の原稿の責務を免じてもらおうと考えている。アメリカ開拓史を支えるダッチオーブンであ
る。この道具の秀逸な点は、どのような燃料でも調理ができ、かつ様々な調理法が応用でき
る点にある。現在はだいぶ普及したので、アウトドアを扱う店でぜひ実物をご覧いただきた
いと思う。避難所でカップラーメンにお湯を入れて食事をする映像を見るたびに心が痛むの
である。たくましく、開拓時代のように夢と希望を抱いて前に進むために、ダッチオーブン
で料理した食べ物を一緒に食べようではありませんか。

サハラで磨いたアウトドアクッキングサハラで磨いたアウトドアクッキング
宮城大学理事長・学長 西垣　　克


	№54.pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




